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報告事項
第161期（2025年4月1日～2026年3月31日）

会計監査人および監査等委員会の
連結計算書類監査結果報告の件

2



監査等委員会の監査報告書 謄本
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会計監査人の監査報告書 謄本
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報告事項
第161期（2025年4月1日～2026年3月31日）

事業報告
連結計算書類および計算書類

決議事項
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SHIONOGIグループの
現況に関する事項

事業の経過およびその成果
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2030年 Vision

新たなプラットフォームでヘルスケアの未来を創り出す
SHIONOGI Group Vision（2030年 Vision）

- 2030年にSHIONOGI が成し遂げたいこと -

2030年にSHIONOGIが目指すVision

創薬型企業としての“強み”をさらに進化させ、

異なる強みを持つ他社・他産業から選ばれることで、ヘルスケア領域の新たなプラットフォームを構築する
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2030年Visionの実現に向けた強化ポイント

主要事業と研究開発体制の強化により2030年Vision実現を目指す

主要事業の拡大

国内事業の安定的な成長

グローバルでの事業展開の加速

感染症領域以外の成長領域の確立

研究開発体制

低分子創薬力のさらなる強化

創薬研究基盤の強化

継続したパイプラインの創出
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2025年度に実施した事業投資

エダラボン*1事業の買収 ヴィーブ社への追加出資JTグループ医薬事業 M&A

経営基盤の強化

目的目的 目的

自社創薬力と国内事業の強化
米国における

希少疾患事業の確立

事業の拡大とグローバル化を目的に、3つの事業投資を実施

投資額 億円1,600約 投資額 億円3,900約 投資額 億円3,300約

*1 エダラボン：ALS（筋萎縮性側索硬化症）治療薬9



2025年度に実施した事業投資の背景

収益の柱であるHIV事業は、今後も着実な成長を実現

2030年以降もHIV事業は経営の屋台骨を構成

HIV事業の成長 HIV事業の中長期的な見通し

ー長時間作用型製剤*1のさらなる市場への浸透ー

(年度)

【ヴィーブ社からのHIVロイヤリティー収入および配当金の推移】

高利益率かつ強靭な収益基盤を構築

（
億
円
）

CabenuvaおよびApretudeの持続的な成長

ー次世代の成長ドライバーの開発推進ー

*1 年6回投与の製剤
 *2 年2回または4回投与の製剤

「超」長時間作用型製剤*2の上市により、
成長を加速 0
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ロイヤリティー収入

10



連結業績 - 売上収益 -

対前年 14.0%増

（億円）
売上収益 内訳売上収益

2024年度 2025年度

（億円） 2024年度 2025年度

国内医療用医薬品 988 1,235

海外子会社/輸出 591 650

製造受託 173 151

一般用医薬品 168 150

ロイヤリティー収入 2,447 2,786

4期連続で過去最高の売上収益を更新

4,383
4,997

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

11



連結業績 - 各種利益 -

営業利益および全ての利益項目で創業来の過去最高業績を更新

営業利益 税引前利益
親会社の所有者に帰属する

当期利益 EBITDA*1

（億円） （億円）（億円） （億円）

対前年 4.7%増対前年 19.0%増 対前年 20.4%増対前年 6.5%増

*1 EBITDA（Earning Before Interest, Taxes, Depreciation, and Amortization：コア営業利益に減価償却費を加えた利益）
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1,566 1,667 2,008 2,389 2,0521,704 1,8771,793
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自己資本比率※

88.7%
13,619 15,353 

1,729 

資産合計 負債及び資本合計

- 2024年度末貸借対照表 -

（億円）

連結業績 - 資産等 -

将来の成長に向けた戦略的な借入を活用しつつ、引き続き健全な財務状態を維持

エダラボン事業の買収およびヴィーブ社への追加出資に伴い、合計6,600億円の借り入れを実施

■資産 ■負債 ■資本

16,852 

25,768 

8,906 

資産合計 負債及び資本合計

自己資本比率※

65.4%

- 2025年度末貸借対照表 -（億円）

13 ※親会社所有者帰属持分比率



■ その他製品の売上増加
• QOL疾患領域の売上増加

−クービビック*1：26億円（対前年＋18億円）

−ザズベイ*2の販売開始

国内事業

■鳥居薬品の売上計上
• 鳥居薬品の7ヵ月分の売上を計上：405億円

鳥居薬品の売上計上とクービビックの拡大により、売上収益は増加

（億円）
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1,235億円

988億円

■ 急性呼吸器感染症薬の売上減少
• ゾコーバ＋インフルエンザファミリー*3：338億円（対前年△180億円）

*1クービビック：不眠症治療薬 *2ザズベイ：うつ病治療薬 *3インフルエンザファミリー：ゾフルーザ、ラピアクタ

対前年 25.0%増
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2024年度 2025年度

+54億円
対前年 22.9%増

米国 欧州

+39億円
対前年 23.4%増

海外事業（海外子会社の売上収益）

欧米でのセフィデロコル*1の売上が堅調に推移し、海外事業は5期連続で過去最高を更新

*1 米国の製品名：Fetroja、欧州の製品名：Fetcroja
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海外子会社/輸出
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対前年 9.9%増
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43 173403
524

2,404

2,613
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ロイヤリティー収入およびヴィーブ社からの配当金収入

HIVフランチャイズの力強い成長により、ロイヤリティー収入と配当金が堅調に推移

3,310億円

2,850億円

■ その他ロイヤリティー収入

+130億円（対前年 304.9%増）
• 旧JT医薬事業関連のロイヤリティー
• ロシュ社からのロイヤリティー

■ ヴィーブ社からのロイヤリティー収入

+209億円（対前年 8.7%増）

■ ヴィーブ社からの配当金収入

+121億円（対前年 30.0%増）

（億円）
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研究開発 - 主な研究開発の進捗 -

プロジェクト 対象疾患 2025年度の成果

感染症領域

エンシトレルビル*1 COVID-19

（治療）

欧州承認申請
国内承認申請（小児：6~11歳）、
Phase 3試験開始（小児：0~5歳）

エンシトレルビル*1 COVID-19

（曝露後予防）
国内承認取得
欧米承認申請

セフィデロコル*2 AMR（グラム陰性菌感染症） 中国承認取得

S-268024
COVID-19（JN.1株）
（予防ワクチン）

国内承認申請

S-567123

（広域コロナウイルスワクチン）
サルベコウイルスによる感染症

（予防ワクチン）
Phase 1試験開始

QOL疾患領域

ズラノロン*3 うつ病 国内承認取得

S-606001 ポンペ病 Phase 2試験開始

S-898270 アルツハイマー型認知症 Phase 1試験開始

承認取得や承認申請を複数達成し、多くのパイプラインが順調に進展

国内の製品名：*1 ゾコーバ、*2 フェトロージャ、*3ザズベイ17



研究開発 -JTグループ医薬事業のM&Aによって獲得したパイプライン-

非臨床 Phase 1 Phase 2 Phase 3 申請中

合計

1 8 4 7 3

23 品目

JT医薬事業と鳥居薬品の開発品

複数の有望なパイプラインを獲得
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対処すべき課題
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2026年度の位置づけ

エダラボン*1事業の買収 ヴィーブ社への追加出資JTグループ医薬事業 M&A

経営基盤の強化

目的目的 目的

自社創薬力と国内事業の強化
米国における

希少疾患事業の確立

獲得した事業基盤を着実に統合・定着させ、全社一丸となって成長を加速

*1 エダラボン：ALS（筋萎縮性側索硬化症）治療薬20



2025年度
HIV事業

国内事業

海外事業

感染症薬とともに

安定的な成長を実現

国内事業

◼ 新製品の販売強化
‒ クービビック・ザズベイ
‒ 鳥居薬品の製品

◼ 感染症事業の安定化
‒ ゾコーバ・ゾフルーザ

HIV事業

◼ 長時間作用型製剤の成長
‒ Cabenuva・Apretude

◼ 超長時間作用型の開発進展
‒ Q6M*1製剤：S-365598

◼ ヴィーブ社を持分法適用会社へ
‒ HIV事業へのより強いコミットメント

海外事業

◼ エダラボン事業のスタート
‒ 希少疾患事業への参入

◼ エンシトレルビルの上市予定
‒ 承認取得後の販売体制を強固に

◼ セフィデロコルの成長
‒ さらなる開発の進展

*1 Q6M：6ヵ月に1回投与の製剤

事業投資を通じた大きな変革  ‐ 主要事業の強化 -

HIV事業を基盤とした飛躍的な成長へ
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グローバルでNo.1の低分子創薬力を有する製薬企業へ

事業投資を通じた大きな変革 ‐ 研究開発体制の強化 -

*1 メディシナルケミスト：創薬化学研究者

自社創薬力の
さらなる強化

SHIONOGI

• 自社創薬比率 60%

• 低分子創薬

JT医薬事業

• 先端技術プラットフォーム

• 経験豊富なメディシナルケミスト*1

創薬サイクルの
スピードと質を向上

創薬プロセスの効率化

優れた化合物の合成

創薬基盤の強化

◼ 薬物動態プロファイルの予測
◼ 高効率な創薬評価体制

◼ JT医薬独自の標的探索系
◼ メディシナルケミストの増加
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「創り、造り、売る」
をグローバルで体現

基本方針である

新たな成長フェーズへ

次のステージへ

2027年4月以降に

新中期経営計画を公表予定
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配当方針
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53
61

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

1
株
当
た
り
配
当
金
（
円
）

成長をともに実感していただける株主還元政策

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

自
己
株
式

取得額
(億円)

- - 300 - 350 294 500 500 500 - 494 750 - - -

消却数*1

(万株)
- - - - 6,600 1,500 2,205 1,560*2 - - 1,260 3,252*3 - - -

14期連続
増配予定

年間配当金は、14期連続増配となる71円を予定

（予定）

（予定）

71円 （予定）

（予定）

76円

（予定）

*1 当社は2024年10月1日を効力発生日として、普通株式1株につき3株の割合をもって株式分割を行っております。2012年度の期初に当該株式分割が行われたと仮定して、1株当たり配当金、
自己株式の消却数を算出して記載しております（金額については、小数第1位を四捨五入した金額を記載）
*2 2020年3月30日決議、4月6日消却    *3 2023年7月31日決議、2024年4月17日消却25



将来の見通しに関する注意事項

• 本資料において提供される情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。
これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論・結果を招き得る不確実性に基づくもの
です。

• それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。
リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試
験の完了、製品の安全性ならびに効果に関するクレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保険関連改革、マネジドケア、健康
管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるもので
はありません。

• 承認済みの製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の
受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありません。

• 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項により、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合
であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。

• 本資料には、医薬品（開発中の製品を含む）に関する情報が含まれておりますが、その内容は宣伝広告、
医学的アドバイスを目的としているものではありません。

• 本資料は国内外を問わず、投資勧誘またはそれに類する行為を目的として作成されたものではありません。

• 本資料の利用にあたっては、利用者の責任によるものとし、情報の誤りや瑕疵、目標数値の変更、その他
本資料の利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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